
【取組に至った経緯】

北海道におけるいわしの漁獲量は昭和62年の
134万トンをピークに減少し、平成12年には４千トン
まで激減。このため、いわしを主原料とする水産加
工場として新たな業態を模索する中、20年ほど前
から保有する機材(トラックやショベル等)を有効的
に活用し、有機肥料製造に係る「発酵処理システ
ム」開発に着手。
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水産加工場で発生する残さを原料とした有機肥料を地域に還元
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【取組の課題と見据える将来展望】

・十勝管内には約５千人の顧客がいるが、工場
の生産能力が限界であり有機肥料の増産に取
り組めていないのが課題。
・東京に水産物のアンテナショップを作り、水産
業の魅力を発信。漁獲量の減少などにも対応可
能な事業展開を検討。
・JA等と連携して、漁獲された海産物を原料とし
た肥料で、水産業と農林業とで「海と山」の連携
を図る。
・北海道の海で獲れたものを地元十勝の農地に
還元し、そこで生産される農産物に付加価値を
付けブランド化を目指す。
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【取組の概要】

製造している有機肥料の原料の半分は水産加工
品製造の際に発生する残さであり、残りは町営牧場
等から搬出される牛ふんを使用。
一般的な水産加工場では、加工の際に発生する

残さをフィッシュミール等の製品に混ぜることが多い
が、これでは品質低下を招く懸念があるため、池下
産業㈱では残さを混入しない「ホールミール(養魚飼
料)」として製造し、残さは発酵させて有機肥料の原
料としているのが特徴。
有機性廃棄物を高温で発酵処理し、発酵物の臭

気濃度を極限まで低減させた、高温発酵処理技術
で肥料化を行っている。
魚肉入り有機肥料として年間約50～60トン製造し、

主に十勝管内を中心として全道各地の有機栽培農
家（野菜・果物・花・など）・ゴルフ場やサッカー場の
芝生などにも使われている。

【会社の概要】

⚫ 業種 ： 水産物加工販売、廃棄物処理、倉庫業、魚粉・
魚油製造販売

⚫ 代表者： 代表取締役 池下 藤一郎
⚫ 主な事業内容：水産物加工販売（輸出含む）、廃棄物処

理、有機肥料製造販売
⚫ 連絡先ＴＥＬ ： 01558-2-5471 
⚫ URL ： http://revofish.com
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